
プラチナサポート加盟店の皆様へ 

今回は、言葉の小ネタとして「嘘の三八（さんぱち）」についてのお話です。 

「嘘の三八」とは、人は、咄嗟に嘘の数字を言うとき、具体性を出そうとして「3」や「8」を混ぜがちだというものです。 

例えば、根拠がはっきりしていないにもかかわらず、「3 回くらい」「8 割くらい」といった、もっともらしい数字を口にしてしまう、という 

ケースです。

このことから、根拠のない話や大げさな話を「嘘の三八」と呼ぶようになった、という説もあります。 

仕事においては、数字を使う場面が多いからこそ、「その数字は事実か」「根拠はあるか」を一度立ち止まって確認することが大切

です。 

ぜひ今週は、数字を使うときほど「事実ベース」を意識してみてください。 

今週もどうぞよろしくお願いいたします。 
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